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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは次の二つの研究成果を得た。第一に、中国の湖南大学で日本語を専
門として学ぶ中国人日本語学習者の会話および作文を94名分収集し、学習者中間言語コーパスを作成した。第二に、中
国語を母語とする日本語学習者の単純動詞、複合動詞、漢語サ変動詞、テンス・アスペクト、数量詞表現などを分析し
た。その結果、中国語話者は自動詞・他動詞・受身の選択において人為性の関与を重視すること、漢語サ変動詞の習得
において非対格自動詞の方が非能格自動詞よりも習得率が悪いこと、テンス・アスペクトの習得において普遍的プロセ
スを母語の転移が後押しする形で進んでいくと考えられることなどを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project accomplished the following two things. First, it constructed the inte
rlanguage corpus consisting of conversational and compositional data collected from 94 Chinese speakers ma
joring in Japanese at Hunan University in China. Second, it investigated the verb learning processes of Ch
inese learners of Japanese focusing on simple verbs, compound verbs, suru-verbs of Chinese origin, tense a
nd aspect, expressions with numeral quantifiers, etc. Results revealed that Chinese learners of Japanese c
hoose intransitives, transitives, or passives on the basis of the extent of human agency, and acquire uner
gative suru-verbs of Chinese origin earlier than their unaccusative counterparts, with their tense-aspect 
learning process exhibiting strong universal tendencies as they are enhanced by first language transfer.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究は中国語を母語とする日本語学習
者における動詞習得について分析し、誤用
の原因を明らかにし、日本語教育へ応用す
ることを目的とするものである。 
日本語の動詞および動詞に関連する格や

テンス・アスペクトなどの習得研究は従来
盛んに行われている。しかし、学習者の母
語や目標言語である日本語における文法的
特徴に関してはあまり深く分析せず、誤用
の頻度を数字で示したに過ぎない研究や母
語の影響を過小評価する多い。 
しかし、学習者が母語と目標言語の類似

性や母語の構造の有標性をどう認識してい
るかが、実際に転移が起こるかどうかに影
響することを示した研究（Kellerman,1983）
や、普遍文法の枠組みで母語と目標言語の
パラメータ値の違いや、肯定証拠のみで学
習可能であるかという観点から母語の影響
を検証する研究（White,1991）もある。こ
れらの研究は、転移の選択性（母語の転移
は起こる場合と起こらない場合があるこ
と）を説明しようとするもので、注目に値
する。現在の第二言語習得研究では、母語
の影響は第二言語習得の重要な要因の一つ
であると考えられており（Odlin,1989; 
Lghtbown & Spada,2006）、転移の選択性を
説明することが、第二言語習得のメカニズ
ム解明に不可欠であると言えよう。 
このような立場のもと、本研究では対照

研究、誤用分析、習得研究の３者を踏まえ、
学習者の母語である中国語からの転移によ
る中間言語としての日本語の実態を実証的
に明らかにするものである。 

 
 
２．研究の目的 
(1)日本語学習者の中間言語データは、ＫＹ
コーパスや国立国語研究所の「日本語話し
言葉コーパス」、台湾の東呉大学の「LARP at 
SCU」、名古屋大学の大曾科研で作成した「話
し言葉および作文コーパス」、同じく名古屋
大学の杉村科研で作成した「華東政法大学
作文コーパス」などがある。しかし、中国
国内の大学において１年次から４年次まで
日本語を専門として学ぶ学習者の縦断的な
作文および会話コーパスで誰もが自由に研
究に利用できるものはまだない。そのため、
本プロジェクトでは中国の湖南大学の協力
を得て、会話および作文コーパスを作成し、
そのデータを一般公開し、研究の用に役立
てることを目的とする。 

 
(2)従来の日本語習得研究では、学習者の母
語と日本語の文法的・意味的性質の違いを
踏まえずに、単に誤用の出現比率を問題に
して議論されることが多かった。これに対
し、本研究では日本語と中国語の文法的・
意味的特徴の違いに着目し、対照研究と誤
用分析に根ざした習得研究を行うことを目

的とする。とりわけ動詞および動詞述語文
を分析対象として、日本語教育への応用を
図る。 

 
 
３．研究の方法 
(1)本プロジェクトでは中国の湖南大学で日
本語を専門に勉強する学生を対象に、入学
から卒業に至るまでの会話と作文のデータ
を収集してコーパスを作成した。被験者は
94 人で、作文は 19 回分、会話は 7回分収集
した。ただし、被験者が日本語学科に転入
してくる前や他学科に転出した後、それに
休学や日本留学中のデータは収集していな
い。 

 
(2)上で収集したデータや既存のデータ、さ
らにアンケート調査などをもとにして中国
語を母語とする日本語学習者の動詞および
動詞述語文に関する習得研究を行った。そ
の結果、以下のことを明らかにした。 

 
(3)本研究は学習者の母語を考えないで作り
上げる日本語教育文法、日本語教育語彙に
対して、中国語話者のための日本語教育文
法、中国語話者のための日本語教育語彙を
構築するのが目的である。このような目的
を達成するために『新版中国語話者のため
の日本語教育研究入門』（張麟声著、日中言
語文化出版社，2011 年 9月)における「対照
研究、誤用観察、検証調査三位一体研究モ
デル」を研究の基盤とした。 

 
 
４．研究成果 
(1)湖南大学学習者中間言語コーパスの作成

（作文コーパスおよび会話コーパス） 
  被験者:湖南大学外国語与国際教育学院

日語系の学部生 94 人 
  母語:中国語 
  調査時期:2009 年 11 月～2013 年 6月 
  収集場所:湖南大学（中国・湖南省長沙市） 
 
(2)中国語話者の日本語動詞習得に関する分

析結果 
 
①中国語話者の日本語の移動表現（ジョン
が家の中に走って入った）の習得を調査し、
そのデータを英語話者のデータと比較した。
Talmy (1985) の移動表現の語彙化のパタ
ーンによれば、日本語と英語は異なる類型
に属するのに対し、中国語は日本語と英語
の特性を併せ持った言語である。絵を用い
た文法性判断タスクを実施した結果、中国
語話者は習熟度に関わらず日本語型の文を
容認し、英語型の文を容認しなかった。一
方、英語話者は英語型の文を容認し、日本
語型の文は習熟度の上昇とともに容認度が
高まった。両学習者グループ間に母語の違
いに沿った違いが見られたことにより、日



本語の移動表現の習得における母語の影響
が明らかになった。 
 
②中国語話者の漢語サ変動詞の習得に関して、
韓国語話者と比較して分析した。 まず漢語
サ変動詞の受身に関しては、次のことが分か
った。 
 １．非対格自動詞の方が非能格自動詞より

も習得率が悪い。 
 ２．非能格自動詞に関する誤用はほとんど

見られない。 
 ３．韓国語話者はほぼ一貫して非対格自動

詞の受身を許容するが、中国語話者は
非対格自動詞の受身を許容する場合と
あまり許容しない場合がある。 

この要因として、まず中国語話者の場合は、
日中で同形語でも自他の異なる場合がある
ため、日本語の非対格自動詞を他動詞と誤
解すると考えられる。一方、韓国語話者の
場合は、非対格自動詞の場合に「漢語－す
る」に対応する形がほぼ一貫して「漢語－
toeda」（この場合の toeda はほぼ「される」
に相当する）になることに由来する母語転
移であると考えられる。なお、いずれの場
合も、非能格自動詞はそれぞれの母語でも
受身にならないため、非能格自動詞の受身
の許容度は低い。 

  次に、中国語話者に関して、日本語の「的」
の使用条件を中国語話者の母語の知識を利
用して教育するということについて考えた。
その結果、最終的な結論はまだ出ていない
が、中国語の品詞情報を中国語話者に適切
に認識させることができれば、相当高い割
合で、「的」の誤用を減らせることが分かっ
た。 

 
③中国語話者の日本語のテンス・アスペクト
の習得に関するこれまでの研究データをレ
ビューしたところ、アスペクト仮説が予測す
るように、過去を表す「た」と到達動詞 (死
ぬ) との結びつき、動作の持続を表す「てい
る」と活動動詞（走る）との結びつき、到達
動詞と共起して結果の状態を表す「ている」
の習得の遅れが明らかになった。一方、中国
語話者は、母語の影響の影響により、結果の
状態の「ている」を使うべき時に「た」を使
いやすく、結果の状態の「ている」の習得が
（他言語話者より）遅れることも明らかにな
った。このことから、中国語話者による日本
語のテンス・アスペクトの習得は、普遍的プ
ロセスを母語の転移が後押しする形で進ん
でいくと考えられる。 
 
④陳 (2009)のデータを中心に、中国語話者
のテイル形の誤用を再検討したところ、この
種の誤用は、(1) テイル形の代わりにタ形を
用いる場合（皿が｛＊割れた／割れている｝）、
(2) テイル形の代わりにアル／イル形を用
いる場合（お客さんが｛？いる／来ている｝）、
(3) テイル形の代わりにタ形またはアル／

イル形を用いる場合（財布が｛＊落ちた／？あ
る／落ちている｝）のあることが明らかにな
った。このことから、中国語話者が結果の状
態のテイルを習得する際の困難点は、テイル
形を用いて変化と結果の状態を同時に言語
化することにあることが分かった。 
 
⑤動詞と結びつく日本語の数量表現「Ｎ＋の
＋数量詞」，「数量詞＋の＋Ｎ」，副詞句とし
ての数量詞について分析した。第一に、「Ｎ
＋の＋数量詞」には「部分を表す用法」（「受
験生の２人が欠席した」）と「同格を表す用
法」（「山田，山本，山下の三名が執筆した」）
があり、後者は「Ｎの属性を対比する場合」
と「代名詞の内容を詳しく述べる場合」の２
つの使用条件があることを明らかにした。 
  第二に、「数量詞＋の＋Ｎ」には「対比す
る場合」（「私は日本語学校で５人の中国人と
３人の韓国人，２人のタイ人を教えている」）、
「数量が少ないことを表す場合」（「たった一
枚のカットを選び出すのに時間がかかっ
た」）、「基準となる場合」（「みすじとは一頭
の牛を調理してもわずか１キロしか取れな
い希少な肉である」）、「名詞の特性を問題に
する場合」（「彼は若いのに，一つの確固たる
ポリシーを持っている」）、「特定性が関係す
る場合」（「生田神社の前に１本の道がある。
通称，いくたロード」）、「全体性を表す場合」
（「この映画を見て，１億２千万人の日本人
が感動した」）という使用条件があることを
明らかにした。 
 第三に、副詞句としての数量詞は他の数量
表現とは異なり、使用条件は存在しないもの
の、全体性を表す場合には使用できないこと
を明らかにした。 
 以上のことを受けて、“三个孩子”（３人の
子ども）のような「数詞＋量詞＋Ｎ」という
数量表現について日中対照研究を行った。そ
の結果、「数量詞＋の＋Ｎ」が表す「対比す
る場合」、「基準となる場合」、「名詞の特性を
問題にする場合」、「特定性が関係する場合」
は対応する表現があるため正の転移が予想
されるのに対し、同じ「数量詞＋の＋Ｎ」で
も「数量が少ないことを表す場合」や「Ｎ＋
の＋数量詞」の各用法においては対応する表
現がないので負の転移が予想されることを
指摘した。また、副詞句としての数量詞の代
わりに「数量詞＋の＋Ｎ」が使用される可能
性が高いことが予想されることを指摘した。
これは倉品（2009）で指摘されている正の転
移、負の転移とも共通した結果である。ただ
し中俣（2013）では、（産出ではなく）理解
においては母語の転移は見られないとなっ
ているため、今後は学習者の理解面における
調査が必要である。 
 
⑥日中で似た意味を持ちながらも意味的に
ずれる部分もある「も」と“也”、および「の」
と“的”を分析の対象として分析し、中国語
話者が日本語構文に対して母語転移を起こ



す現象を明らかにした。また、『日本語能力
試験出題基準』（国際交流基金、財団法人日
本国際教育協会編）に上がっている一級語彙
7,800 語に含まれる 3,863 語の漢語語彙を対
象に、日中間における品詞性のずれについて
考察した。 
 
⑦複合動詞に関しては、先行研究でも指摘さ
れているように、学習者は作文でも会話でも
あまり使用していない。そのため、アンケー
ト調査によって意図的に「V1-V2」の結合意
識を調査した。その結果、学習者は「V1」が
「住む」や「座る」などニ格を伴う意志的自
動詞の場合に日本語話者とは異なる結合意
識を起こしやすいことを明らかにした。また、
「V1-抜く」、「V1-抜ける」、「V1-通す」、「V1-
通る」、「V1-果たす」、「V1-果てる」、「V1-切
る」、「V1-慣れる」の V1の特徴や各関係、本
動詞との対応関係について分析し、日本語教
育に資する多義構造、類義関係を明らかにし
た。 
 
⑧日本語の有対動詞の自動詞、他動詞、受身
の選択について、湖南大学の学生の選択意識
を調査した。その結果、日本語話者も中国語
話者も「電池が切れて時計が止まった」のよ
うな完全な自然変化の場合には自動詞を選
択し、「コーヒーにミルクを入れて飲む」の
ように人為的かつ意的な動作の場合には日
中ともに他動詞を選択することを見た。しか
し、「風でドアが開いた」、「火災で家が焼け
た」のように自然物の作用による変化を表す
場合、日本語話者は自然による変化と捉えて
自動詞文を選択するのに対し、中国語話者は
自然物の働きかけと捉えて「風がドアを開け
た/風によってドアが開けられた」、「火災で
家を焼いた/火災で家が焼かれた」のような
他動詞文や受身文を選択する割合が日本語
話者より高いことを明らかにした。また、「不
注意で皿を割った」、「英語の単位を落とし
た」のように主体の不注意による非意図的結
果を表す場合、日本語話者はすべき行為の不
履行に焦点を当てて他動詞文を選択するの
に対し、中国語話者は「皿が割られた」、「単
位を落とされた」のように被害の意味に焦点
を当てて受身文を選択する割合が日本語話
者より高いことを明らかにした。これらのこ
とから、中国語話者は有対動詞の自動詞、他
動詞、受身の選択において、自発的な事態は
「自動詞文」、自然や人による作用を表す事
態は「他動詞文」、被害の意味を感じ取れば
「受身文」を選択しやすいという傾向が明ら
かとなった。 
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